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山形県庄内地方における在来カブの種類とその利用方法   
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Summary   
Sincethe1960’s，WhenJapanhad experienced high economicgrowth，thelocalvarietiesofvarious crops  
have decreased everyyear・Thisis because ofthe replacement ofthelocalvarieties by commercialones fbr  
morepro軋changein dietaryhabits，and agingofcultivators．Thelocalturnip ofYamagataprefbctureis an  
example ofsuch a crop・Weinvestigated the variation，mOrphologicalcharaCteristics，Cultivation methods，  
COOking and processing methods，etCりOfthe extinct and existinglocalturnip varietiesin the Shonaiarea  
OfYamagataprefbcturebyrefbrringtoliteratureandconsultingtheelderlylocalites．We gatheredinfbrmation  
about13turnlP Varieties：5existing and8extinct・The fbrmer comprised2long white－tyPe Varieties  
（‘Hoya’and‘Masuda’），2round red－type OneS（‘Atsumi，and‘Tagawa一），andllongred－tyPe  
Variety（‘Fujisawa’）・Theextinctvarietiescomprised3longwhite－tyPeVarieties（cv．‘Makinodai，，‘Toug－  
enoyama，’and‘Kurasawa’），2roundwhite－typeOneS（‘Aosawa’and‘shimokawa’），and3r。。ndred－  
type ones（‘Touge，‥Tachiyazawa，’and‘Kurasawa’）resembling‘Atsumi．’The existing red－type  
Varieties are now mostly used fbr preparingthe“amazu－Zuke”pickle，While the white－type Varieties are  
usedfbrpreparing“sio－Zuke”or boiled and consumed・＝owever，thelatter are gradually disappearing．  
Fourexistingvarieties・eXCePt‘Masuda，，are cultivatedinthe southern area・OfShonaiby slash－and－burn  
agriculturein ordertopreservethe goodtraditionaltaste・Thelocalturnip seemstobeanimportant crop  
as some cases of turnlpS aPPearlng in annual events have been observed，e．g．，in  
“koshogatsu”（15thJan．0fthelunar calendar）and the harvest seas。n．   
Key words：morphologicalcharacteristics，Cultivation，COOking and processing，annualevent  
キーワード：形態的特徴，栽培，調理と加工，年中行事  
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1．自力ブの系統   
（1）宝谷カブ（写真1）  
a）形態的特徴   
宝谷カブは，鶴岡市宝谷（旧東田川郡櫛引町）で栽培  写真1．宝谷カブ（鶴岡市宝谷〈旧櫛引町〉）   
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表1．庄内のカブについての記述が見られた文献リスト  
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5「温泉記」   
6「東北地方の焼畑慣行」  
7「山形県温海町における焼畑慣行」  




11「月山山麓月山沢・四ッ谷・砂子関・ニッ掛   
の民俗一寒河江ダム水没地区緊急調査報告」  
12「新野菜全書 ダイコン・ニンジン・カブ・   
ゴボウ一基礎生理と応用技術－」  




17「神道大系 神社編三十二 出羽三山J  
18温海蕪の由来と課題   
19「焼畑民俗文化論」  
20「朝日村史 下巻」  
21「温海町の民俗 温海町史別冊」  
22「聞き書 日本の食生活全集6 山形の食事」   
23「酒田市史 改訂版・別巻」  
24「山形県作物図鑑3」   
25「温海町史 上巻」  
26「西川町史 下巻 近代・現代・民俗編」  







33平成の在来野菜⑤ 荘内日報平成10年6月20日付  





39「採集 ブナ林の恵み」  
40「都道府県別 地方野菜大全」  
41「山村集落 少連寺の歴史」  




45「山形在来作物研究会誌 SEED Vol．1」  
46「新版 食材図典 生鮮食材編」  
47「山形在来作物研究会誌 SEED V01，2」  
48わが国における焼畑および遺伝子型から見た   
温海カブの位置付け  
49焼畑研究ノート2一市町村史・郷土史に見る   
山形の焼畑－  
50「栃と餅」  
51「山形在来作物研究会誌 SEED Vol．3」  
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大井英知男 神谷幸洋  
1672 鶴岡市史資料編荘内資料集  
20生活文化史料  
1700 稀親往来物集成第29巻  
1762 歴史図書杜  
1885 酒田市立図書館所蔵  
1842 鶴岡市史資料編荘内資料集  
20生活文化史料  
1944 恒春閣書房  
1958 日本民俗学会報1  
1971山形県教育委員会   
1972 古今書院  
1976 東北出版企画  
1976 山形県教育委員会   
1976 農山漁村文化協会   
1978 温海町  
1980 野菜試験場育種部  
1980 ヱビスヤ書店  
1981法政大学出版局  
1982 神道大系編纂会  
1983 育種山形談話会記録  
第2・3集（合併号）  
1984 雄山閣出版  
1985 朝日村  
1988 温海町  
1988 農山漁村文化協会   
1989 酒田市  
1990 山形県農業共済組合連合会  
各農業共済組合等  
1991温海町  
1995 西川町  
1996 鶴岡市  
1996 田川地区自治振興会  
1996 山形民俗第10号  
1996 山形県立米沢女子短期大学  
1997 全集 日本の食文化第4巻  
雄山閣出版  
1997 同上  
1998 荘内日報社  
1998 無明舎出版  
1998 東北出版  
2000 八坂書房  
2000 八坂書房  
2001荘内日報社  
2001法政大学出版局  
2002 農山漁村文化協会  
2002 鶴岡市少連寺住民会  
2002 長野日報社  





鎌倉由紀   




2003 毎日新聞社  
2003 山形在来作物研究会  
2004 小学館  
2004 山形在来作物研究会  
2004 山形大学農学部卒業論文   
2005 東北芸術工科大学東北文化  
究センター研究紀要第4号  
2005 岩波書店  
2005 山形在来作物研究会  
2007 山形大学出版会  
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b）食べ方   
カブは，塩鯨でだしを取り，みそで味付けした前述の  
「蛸煮」にしたり，漬物にして食べる．  
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2．赤カブの系統   
（1）温海カブ（写真3）  



































































している．   
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いとされ，そのようなものが品評会で選ばれるという．  




































































写真4．田川カブ（鶴岡市少連寺）   
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である．   
藤沢カブの価値が下がり，温海カブに取って代わられ  
た時代は，温海カブのコオロギ除けとして温海カブを取  





作っても良くできるという．   
（3）藤沢カブ（写真5）  
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ぜた．   
やがて生活が豊かになってカテメシを食べなくなった  
頃から，この自力ブラは作られなくなったという．  
c）栽培方法・保存方法   
カブは焼畑で作られ，冬期間の保存には，土に埋めて，  
籾殻をかけておいた．  























イサイ，タカナおよびセイサイを育苗し，普通畑に移植   
3．すでに消滅したカブ   
（1）倉沢の自力ブラ  


































る．   
播種法は，つぼ播きであった．追肥には山の登り口に  
ある溜ごいに溜めた上澄みを汲み，担い棒で担って，畑  
























d）採種   
種子取り用のカブには，10cm未満で平たく形の良いも  
のを選び，それから種子を採ったという．  
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海カブを祖先にもつ田川カブというカブが選抜され，栽  







































写真6．蕃坪カブ（岩手県連野市暮坪）  写真8．カナカブ（秋田県由利本荘市飯沢）   
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＋  は県境  
図1．秋田県南弧 山形県庄内地方および新潟県北部の在来カブの分布  
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1976）など，山形県の隣接県に自首や青首の長カブが多  


















































































自力ブと，赤カブの関係は，自力ブがカテメシのような   
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確認できた．   
庄内地方に白い長カブの系統が広く分布していたこと  
謝   辞  
本論文の調査・執筆に際して，取材に協力いただいた  
現地の皆様に，この場を借りて心からお礼申し上げる．  
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